
















ンサム、イケメン、チャーミング、流行、ファッション、デザイ などのことばを多く話す。女性に対しては、 ＇綺麗＇＇美しい＇ ＇かわいい＇ ＇セクシー＇などのことばもよく使う。二〇一九年九月二日、日文研・共同研究会︵井上班︶で朝鮮の春画に関して発表した時、 インのキ ワードを﹁セクシー﹂とした。セクシー︵
Sexy ︶とは性的魅力の形容詞、



















どで人為的に姿を変えているので、彼らの肉体美は裸体生活をしている民族には分かりにくいのである。うすい唇やわし鼻などもメラネシア人にとっ は決して美しいものではないだろう。原住民の美意識 自民族中心であり 他民族より優れていると島民達からは考えられていたのである。こ 文脈から美の基準が如何に相対 である が分か 。
現代の韓国人は整形美容などが一般化して、美意識が高い
といわれるが、身体的に美しい人が多いとは限らない サハリンに住んでいる韓国人はロシア スラブ系民族の肉体美に劣等感を強く持っている。私 かつてインタビューのなかで、ロシアの女性は若 時は肉体美﹁セクシー﹂であり、韓国人は強く望んでよく結婚するが年を重ね と後悔するだろうと韓国人の老婦人たちが話し の よく耳にした。グローバル化した現代の美は、民族ごとに異なるもの、 なものではなく、絶対的な基準 規定されてい ということである。二．露出
韓国の朝鮮王朝の春画から肌の露出状況を見ると、朝鮮王
朝時代には春画においてさえも完全にヌードにはなっていかった。画のモデル 主に盛装した貴 人 妓女であり︵図
１、 ２︶ 、女性の全裸の絵はほぼない。図３では提灯、火鉢、オマルなどが描かれているオンドル部屋の男性︵両班：白いドルマギ︶は裸であるが、女性はスカートを身に着けており、キセルをくわえている。キセルは貴婦人や妓生の象徴である。図４は庶民︵帽子、青服︶のようである。他の春画においても女性が完全にヌードになっているのは少ない。それ ヌードが当時タブーであったからであろう。さえ女性は衣装や化粧による美とファッションが強調されており、完全なヌードにはな ず 肉体美

















徴である。回春、不老長生、春画の購入者︵需要︶との関連があるのだろうという解釈もあ 。肌の色が女性より濃いのは女性の肌が白いことを強調しているのだろうか。猥褻ポルノ的な点を避けており、性へのタブーに配慮したためなのだろうか。儒教的貞操観の影響から性は当時の道徳、社会的規範などに反するも り女性がヌードにな こと タブーだったのである。しかし、老人の男 のヌードならば、とくに問題視されな ったのだろうか
周知のように、日本では同時期にリアルなヌード美人画が
































ることが多い。日本の芸者は性 美が繋がらない事例であると主張する日本人が多いが、それは本当だろうか。芸者は美しい芸を売る女性であり、性を売るのではないという。朝鮮にも妓生は性的欲望の対象ではないと主張する人は多い 春香という芸者が一人の男性のために貞操を貫こうとして死刑も恐れないと う﹁春香伝﹂という物語があ 。妓生の貞操を強調する名作である。
実のところ妓生には性的なアピールがあるが、日本の芸者
のようなものであると名目をつけて日本人は妓生を買った戦後にも続いた妓生観光がその一つである。
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